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コロナウイルスに広く有効な危機対応用核酸薬

◼ 新型コロナウイルス感染症は現在も疾病負荷の大きな感染症です。

◼ 動物からヒトへの新たなウイルス流入とそれによる大規模な流行は
地球規模の解決すべき社会課題であり、動物由来コロナウイルスは
そんなリスクを持つ代表的なウイルスです。

◼ これらに対して即時に対応できる危機対応医薬品を開発し、あらか
じめ感染症流行に準備しておくことが、持続的社会の構築には重要。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図
◼ 研究の独自性・優位性：これまで論文および特許で報告されたあら

ゆる核酸シーズよりも抗ウイルス活性に優れたアンチセンスオリゴ
ヌクレオチド。調べたすべてのコロナウイルスに効果が示されてい
ることから、新型コロナウイルスだけでなく、今後流行し得る新た
なコロナウイルス種にも有効と期待されます。

◼ モダリティ：核酸（アンチセンスオリゴヌクレオチド）

◼ 開発段階：主に細胞感染実験で多系統のウイルスに対して評価済。
修飾によるシーズ最適化段階。

◼ 対象病原体：新型コロナウイルスや、今後流行し得るあらゆる新た
なコロナウイルス種への初期対応にも

◼ 特徴：異なるコロナウイルスに広く有効。経鼻投与での有効性。

◼ 研究者名 渡士 幸一 部長

◼ 担当者 赤澤 大輔 主任研究員

◼ 所属 国立感染症研究所 治療薬開発研究部

◼ 共同研究相手 あり（企業）

◼ シーズ改変により活性および安全性に優れる開発候補シーズ決定へ

◼ シーズの有効性の広さをあらかじめ把握し、今後の備えにも

◼ 知財取得済

◼背景・解決したい課題

【治療薬】：重点感染症/新型コロナウイルスおよび新たなコロナウイルス
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